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研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：外科系臨床医学・外科学一般 
キーワード：(1) 乳癌 (2)乳房温存術 (3)整容性 (4)乳房再建 (5)自家組織  

(6)遊離真皮脂肪片 (7)一期的乳房形成 (8) oncoplastic surgery    
 

１．研究計画の概要 
真皮脂肪片移植は 1953 年に Bames, 1959 年
に Watson らが真皮脂肪片を豊胸術に使用し，
その有用性を報告している．長期的には予想
外の吸収により萎縮してしまうことがある
ため正確な萎縮量を予測することは困難で
あるとされている．一方，脂肪組織の吸収・
萎縮は移植後数週間のうちに起こるが，その
後の容量は永続するという報告もある． 豚
を用いた実験系では移植後８週間で，移植し
た脂肪片の 33％が消失する．しかし，組織学
的に脂肪組織は線維性組織に置換されてい
たが，脂肪組織としての柔軟性は保持されて
いた．移植片の萎縮の原因として過剰に採取
された脂肪，移植片に対する術中の粗雑な扱
い，術後の出血，感染，不適切な固定などが
上げられている．移植片の生着はすべて真皮
側の revascularization により成立し，ある
程度の萎縮は避けられないため，初回移植時
に目的とする容量の 10-40%増の分量を移植
することが推奨される．以上の点を踏まえ，
主に形成外科領域では安全かつ簡便に行わ
れている手技である自家遊離真皮脂肪片移
植法を乳癌の外科治療の領域に導入し一期
的応用する点が，これまでに国内外でみられ
ない新しい手技手法である．さらに実験モデ
ルを作成し，自家遊離真皮脂肪片移植法の生
着，萎縮機序を血管新生，リンパ管新生，ア
ポトーシスなどの観点から分子生物学的に
解明し，エビデンスに基づく手術法として確
立することはこれまでにない新しい試みで
ある．さらに萎縮に対する血管新生因子や増
殖因子の投与が有効であるか明らかにして
いく． 
 
２．研究の進捗状況 

自家遊離真皮脂肪片移法に関して，臨床的に
整容性・耐久性を明らかにし，また動物モデ
ルを用いて同移植の実験モデルを作成する
ことが本研究の目的である． 
①動物実験モデルとしてラットモデルを作
成した．下腹部または側腹部より真皮脂肪片
を採取する．同側の体幹皮筋または胸筋に移
植し，移植後１週目から８週目までの経時的
観察を行った．ラット一匹につき左右二箇所
の移植を同時に行うことで，ラット一匹あた
り観察に値する２移植片のサンプルを得る
ことが可能であった．移植片のボリュームは
８週目までは変化をきたしていないことよ
り，１２週ないし１６週までの観察が必要と
思われたため，実施し，さらに３２週までの
長期観察例の作成が必要と思われる． 
得られたサンプルの脂肪染色を行うことに
より，脂肪細胞内腔に脂肪滴が貯留されてい
ることを確認できることがわかった．臨床的
に移植片のボリュームが何によって保たれ
ているかは摘出しない限り，画像所見より類
推したものに限られてしまうが，本動物モデ
ルより得られた像から，器官として維持され
ている脂肪組織であることが明らかになっ
た．  
②臨床研究として，乳癌治療時に生じた A 領
域欠損部に下腹部より採取した遊離真皮脂
肪片を乳腺欠損部に移植した．癌の根治性・
術後の残存乳腺への照射適応，術後補助化学
内分泌療法の適応は従来どおりとし，手術時
間・出血時間・切除乳腺重量（体積）・移植
真皮脂肪片重量（体積）と術後早期の整容性
についての評価を行い従来の方法と比較検
討を行った結果，遊離真皮脂肪片移植法は手
技的に簡便で安全に行え，整容性に優れるこ
とがわかった．現在論文を作成し投稿中であ
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る．本年度に臨床応用を行った症例では，早
期の合併症は認められなかった．１例に術後
照射療法を追加したため，移植片のボリュー
ム・画像所見等を綿密に経過観察することが
可能であったため，現在追跡調査中である． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
遊離真皮脂肪片移植モデルの作成を終了し，
観察期間ごとのサンプル採取が順調にすす
んでいる．また臨床例については本研究の目
的である整容性を考慮した乳癌手術時への
応用と，術後の観察を行い，他手技を用いた
場合と比較して整容性に優れていることを
明らかにし，論文を作成し，英文誌に掲載予
定である． 
 
４．今後の研究の推進方策 
作成した実験モデルの移植部分の病理学的
な評価が困難な場合．移植重量，移植変のサ
イズの術後の経時的な変化を観察すること
で，遊離真皮脂肪片の創傷治癒過程における
生着率を類推し，臨床的にどのくらいの量を
移植し，術後，整容性が安定するまでどのく
らいの期間観察を要するかの具体的な予測
を行う． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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